
（別記様式第１号）

☎

参

考

使用料収入

自主事業収入

自主事業経費

委託料 421,300 421,300

その他 25,740 14,070

計 1,373,000 1,369,296

指定管理業務

に係る収支状況

項目 　　収支計画額（円） 　　　実績額　（円）

収

入

指定管理料 1,345,960 1,324,802

利用料金収入 25,000 24,500

その他の収入 2,040 0

計 1,373,000 1,349,302

支

出

人件費 390,000 384,000

物件費 535,960 549,926

指定管理の主な業務

施設の管理運営に関する業務

施設全般の保全に関する業務

施設の維持管理及び点検に関する業務

施設の利用に関する業務

利用者の安全確保に関する業務

浄化槽維持管理業務

事業報告に関する業務

２．施設の運営状況

目標管理

目標指標名 年　度 Ｒ5年度 Ｒ6年度

① 直売所利用人数（人）
目標値 14,000 11,000

実績値 10,476 ―

②
目標値

実績値 ―

非公募 料金制度 利用料金

所在地 周南市大字大潮1495番地

連絡先
電話 0834-68-3124 E-mail m-granpa@ccsnet.ne.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ http://ooshionosato.com/

指定期間

募集方法

　令和4年4月1日　～　令和9年3月31日 年数 5 年間

令和６年度（令和５年度分）　指定管理者評価表【基本事項】

１．指定管理施設及び指定管理者概要

施設名称 大潮田舎の店

所管課
農業振興課

所在地 周南市大字大潮11386番地の6

設置年月日 平成14年3月29日 　22－8369

設置目的

高齢者・女性等が家族や地域社会とのつながりを保ち、地域社会の一員として健康で

文化的な生活を送るために、農林産物の生産、加工、販売活動をとおして生きがい活

動の拡充と就業機会を創出する。

施設概要

農林産物及び加工品の直売所

施設面積　234.32㎡

・加工室（１）（20.30㎡）(菓子加工室)

・加工室（２）（20.30㎡）（惣菜加工室）

・加工室（３）（28.40㎡）（大豆加工室）

・研修室（30.50㎡）

指定管理者

名称 大潮地区活性化推進協議会

代表者 会長　市川三幸
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（別記様式第１号）

施　設　名

指定管理者名

評価項目 評価

目標の達成状況 Ｂ

体制・人事 Ｂ

業務の運営 Ｂ

施設の維持管理（衛生・美観） Ｂ

施設の維持管理（点検・修繕等） Ｂ

緊急時の対応 Ａ

サービス向上

自主事業 Ａ

ＰＲ・情報提供 Ｂ

苦情(要望・意見)への対応 Ｂ

情報共有 Ｂ

利用者満足度調査 Ｂ

収支状況 Ｂ

経理事務の状況 Ｂ

コンプライアンス Ｂ

総

合

評

価

B

平

均

点
3.1

※4点満点

令和６年度（令和５年度分）　指定管理者評価表【評価】

評価結果の割合 項目別評価結果

施設の設置目的である、農林産物の生産、加工、販売活動をとおした生きがい活動の拡充や就業企画の創出に貢献されている。

また、地域とのつながりについても積極的に取り組まれている。

各種イベント等が元に戻りつつあることから、加工品等の出品による地産地消の促進や、施設等のPRについて引き続き取り組まれ

たい。

当初の計画どおりに適切に運営されている。

適切に支払いや入金の処理をされている。

市への報告書など遅滞なく適切に提出されている。

利用者からの要望に可能な限り対応している。

定期的な報告に加え、問題が生じた場合は、個別に相談するなど情報共有が図られてい

る。

聞き取りを行うなどニーズ把握を適切に行われている。

協定書に基づく業務が適切に行われている。

定期的な清掃等により衛生を保っている。

緊急時の連絡体制は整っている。

岩国消防防災センターで研修を自主的に受けられるなど、施設管理者として災害対応の意識が高

い。

地元農産物を利用した加工品の製造や新商品の開発をされており、地域と連携したイベ

ントを積極的行っている。

ホームページにより情報提供が行われている。

定期的な点検及び適宜修繕等を行っており、施設の安全性が確保されている。

評価事項・不適切事項等

直売所の利用人数は目標を下回ったもののアフターコロナにおいて、利用者数は回復傾向

にあり、施設の設置目的は達成されている。

地域の協議会で運営しており適切に体制を整えられている。

大潮田舎の店

大潮地区活性化推進協議会
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※端数処理のため、評価結果（A～D）の割合の合計が
100%にならない場合があります。


